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１　

は
じ
め
に

国
立
国
語
研
究
所
の
『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
』（
以
下
、CH
J

と
略
す
。）
の

構
築
、
公
開
が
進
め
ら
れ
、
コ
ー
パ
ス
を
活
用
し
た
日
本
語
の
歴
史
的
研
究
の
基

盤
が
整
っ
て
き
て
い
る（

1
）。
さ
ら
に
、
二
〇
一
九
年
度
か
ら
は
『
昭
和
・
平
成
書

き
言
葉
コ
ー
パ
ス
』
の
構
築
作
業
も
始
ま
っ
た（

2
）。『
昭
和
・
平
成
書
き
言
葉
コ
ー

パ
ス
』
は
、
上
代
か
ら
近
代
（
明
治
・
大
正
期
）
ま
で
を
対
象
と
し
たCH

J

と

一
九
七
六
年
以
降
を
対
象
と
し
た
『
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
』（
以

下
、BCCW

J

と
略
す
。
（
3
））
と
の
間
を
埋
め
る
コ
ー
パ
ス
で
あ
る
。
こ
の
『
昭
和
・

平
成
書
き
言
葉
コ
ー
パ
ス
』
が
完
成
す
れ
ば
、
現
代
日
本
語
の
形
成
過
程
を
大
規

模
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
た
め
の
準
備
的
研
究
と
し
て
、CH

J

を
資
料
と
し
た
明
治
・
大
正
期
に
お

け
る
日
本
語
の
実
態
把
握
を
行
う
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
特

に
近
代
語
に
お
い
て
発
達
し
た
字
音
接
頭
辞
「
非
・
不
・
未
・
無
」
を
取
り
上
げ

る
。「
非
・
不
・
未
・
無
」
は
、
漢
語
だ
け
で
な
く
和
語
と
も
結
合
す
る
、
否
定

の
意
味
を
添
え
る
、「
非
・
不
・
未
・
無
」
が
結
合
し
て
作
ら
れ
た
語
を
形
状
詞

に
す
る
な
ど
、
共
通
の
働
き
を
持
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
四
つ
の
字
音
接
頭
辞
の
近
現
代
に
お
け
る
様
相
に
つ
い
て
は
、
明
治
・

大
正
・
昭
和
に
刊
行
さ
れ
た
英
和
辞
典
五
種
の
訳
語
を
対
象
と
し
た
研
究
が
あ
る

も
の
の
、
雑
誌
な
ど
の
実
際
の
書
き
言
葉
を
対
象
と
し
た
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、CH

J

を
資
料
と
し
て
、
主
と
し
て
計
量
的
な
観
点
か
ら

「
非
・
不
・
未
・
無
」
の
使
用
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

以
下
、
2
節
で
「
非
・
不
・
未
・
無
」
に
関
す
る
先
行
研
究
の
う
ち
、
野
村

（
一
九
七
三
、一
九
八
一
）
を
紹
介
し
、
本
稿
の
目
的
を
述
べ
た
後
、
3
節
で
調
査

資
料
、
調
査
対
象
に
つ
い
て
述
べ
る
。
続
い
て
4
節
で
調
査
結
果
を
報
告
し
、
最

後
に
5
節
で
本
稿
を
ま
と
め
る
。

２　

先
行
研
究

本
節
で
は
、「
非
・
不
・
未
・
無
」
に
つ
い
て
計
量
的
な
観
点
か
ら
調
査
し
た

研
究
と
し
て
野
村
（
一
九
七
三
、一
九
八
一
）
を
取
り
上
げ
る
。

野
村
（
一
九
七
三
）
は
現
代
語
に
お
け
る
「
非
・
不
・
未
・
無
」
の
使
用
実
態

か
ら
、
各
接
頭
辞
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
野
村

近
代
に
お
け
る
字
音
接
頭
辞
「
非
・
不
・
未
・
無
」小　

　

椋　
　

秀　
　

樹



近
代
に
お
け
る
字
音
接
頭
辞
「
非
・
不
・
未
・
無
」

八
六

（
一
九
七
三
）
で
は
、国
立
国
語
研
究
所
が
行
っ
た
二
つ
の
語
彙
調
査
（
一
九
五
六

年
発
行
雑
誌
九
〇
種
を
対
象
と
し
た
調
査
、
一
九
六
六
年
発
行
の
朝
日
新
聞
・
毎

日
新
聞
・
読
売
新
聞
を
対
象
と
し
た
調
査（

4
））
か
ら
、「
非
・
不
・
未
・
無
」
を
抽

出
し
て
い
る
。
そ
の
デ
ー
タ
を
基
に
、各
接
頭
辞
が
結
合
す
る
語
の
長
さ
や
意
味
、

品
詞
性
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
特

に
「
非
」
に
つ
い
て
、「
不
・
未
・
無
」
が
二
字
漢
語
と
結
合
す
る
こ
と
が
多
い

の
に
対
し
、「
非
共
産
主
義
国
」「
非
現
業
部
門
」
の
よ
う
に
長
い
語
と
結
合
す
る

こ
と
、
結
合
形
は
属
性
概
念
を
表
す
も
の
よ
り
、
実
体
概
念
を
表
す
も
の
が
多
い

こ
と
を
指
摘
し
、「
非
」
が
「
不
・
未
・
無
」
と
は
異
な
る
特
徴
を
持
つ
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

野
村
（
一
九
八
一
）
は
近
現
代
に
お
け
る
「
非
・
不
・
未
・
無
」
の
発
達
過
程

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年

か
ら
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
英
和
辞
典
五
種
か
ら
「
非
・
不
・

未
・
無
」
を
含
む
訳
語
を
抽
出
し
、
出
現
数
、
訳
語
の
初
出
語
数
か
ら
各
接
頭
辞

の
発
達
過
程
を
調
査
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
不
」
は
明
治
期
か
ら
大
正
期
に

か
け
て
新
漢
語
と
の
結
合
が
増
加
す
る
た
め
、
造
語
力
が
増
大
す
る
が
、
昭
和
期

以
降
は
衰
退
す
る
こ
と
、「
非
」
は
昭
和
期
に
な
っ
て
造
語
力
を
増
す
こ
と
な
ど

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

以
上
二
つ
の
研
究
の
う
ち
、
本
稿
と
特
に
関
連
す
る
の
は
野
村
（
一
九
八
一
）

で
あ
る
。
野
村
（
一
九
八
一
）
は
、
近
現
代
に
お
け
る
「
非
・
不
・
未
・
無
」
の

発
達
過
程
を
調
査
し
た
唯
一
の
研
究
で
あ
る
が
、
英
和
辞
典
の
訳
語
を
対
象
と
し

た
調
査
で
あ
る
こ
と
、
調
査
し
た
の
が
出
現
語
数
と
初
出
語
数
の
み
で
あ
る
と
い

う
点
で
問
題
が
あ
る
。
前
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
英
和
辞
典
の
訳
語
と
し
て
の

使
用
と
現
実
の
書
き
言
葉
に
お
け
る
使
用
と
の
間
に
は
ず
れ
が
あ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
雑
誌
等
の
実
際
の
書
き
言
葉
を
資
料
と
し
た
実
態
調

査
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
後
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
出
現
語
数
、
初
出
語
数
か
ら
発
達
過
程
を

追
う
だ
け
で
な
く
、
語
構
成
、
品
詞
性
等
に
つ
い
て
も
変
化
の
状
況
を
明
ら
か
に

し
、
野
村
（
一
九
七
三
）
で
明
ら
か
に
さ
れ
た

現
代
の
様
相
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
形
成

さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
本
稿
で
はCHJ

の
『
明
治
・
大
正
編
I
雑
誌
』
を
資
料
と
し
て
、

字
音
接
頭
辞
「
非
・
不
・
未
・
無
」
の
使
用
実
態

を
計
量
的
な
観
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

３　

調
査
資
料
・
調
査
対
象

３
・
１　

調
査
資
料

本
稿
で
は
、CH

J

の
『
明
治
・
大
正
編
I
雑
誌
』

に
収
録
さ
れ
た
雑
誌
の
う
ち
『
国
民
之
友
』

（
一
八
八
七
・
一
八
八
八
年
）、『
太
陽
』（
一
八
九
五

・
一
九
〇
一
・
一
九
〇
九
・
一
九
一
七
・
一
九
二
五

年
）を
資
料
と
す
る（

5
）。
調
査
し
た
短
単
位
デ
ー

タ
は
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
二
〇
一
八
・
〇
九
で
あ
る
。

各
年
の
延
べ
語
数
を
表
1
に
示
す
。

表 1：『国民之友』『太陽』の延べ語数（CHJ 収録、記号を除く。）

1888 1,006,201  1887 308,287 1888 697914
1895 2,027,505
1901 1,977,253
1909 1,867,695
1917 1,799,799
1925 2,030,782
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表
1
で
は
、『
国
民
之
友
』
の
延
べ
語
数
を
一
八
八
七
年
と
一
八
八
八
年
と
を

合
計
し
て
示
し
た
（
表
1
で
は
一
八
八
八
年
と
し
て
い
る
。）。
以
下
の
分
析
で
も

『
国
民
之
友
』
の
デ
ー
タ
を
示
す
と
き
に
は
、
二
つ
の
年
を
併
せ
て
一
八
八
八
年

と
し
て
扱
う
。『
国
民
之
友
』
の
各
年
の
延
べ
語
数
（
記
号
を
除
く
。）
は
、

一
八
八
七
年
が
三
〇
八
二
八
七
語
、一
八
八
八
年
が
六
九
七
九
一
四
語
で
、『
太
陽
』

各
年
の
延
べ
語
数
に
比
べ
て
非
常
に
少
な
い
。
そ
こ
で
、『
国
民
之
友
』
の

一
八
八
七
年
と
一
八
八
八
年
と
を
併
せ
て
、『
太
陽
』
の
延
べ
語
数
と
の
差
を
小

さ
く
す
る
こ
と
と
し
た
。

３
・
２　

調
査
対
象

本
稿
で
は
、「
非
・
不
・
未
・
無
」
の
う
ち
、
直
後
に
最
小
単
位
二
つ
が
一
次

結
合
し
た
短
単
位
、
又
は
固
有
名
詞
が
あ
る
も
の
を
対
象
と
し
た
。
調
査
対
象
と

な
る
も
の
と
調
査
対
象
外
と
な
る
も
の
の
例
を
以
下
に
示
す
。

（
1
）  

調
査
対
象
：
非
公
式　

非
独
逸　

非
基
督
教　

不
公
平　

不
釣
合　

不

似
合

　
　　

調
査
対
象
外
：
非
實　

不
揃
ひ　

不
慥
か

（
1
）
の
調
査
対
象
を
取
得
す
る
た
め
の
検
索
条
件
式
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
（
キ
ー
は
未
指
定
）。
検
索
に
は
、
コ
ー
パ
ス
検
索
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
『
中

納
言
』
二
・
四
・
二
を
利
用
し
た
。

（
2
）  前
方
共
起

：（語
彙
素
 LIK

E "﹇未
不
非
無

﹈" AN
D
 品
詞
 LIK

E "接
頭

辞

%" AN
D
 語
種
=
"漢
"

）ON
 1 W
ORD

S FROM
 キ

ー

　
　　

IN
 subcorpusN

am
e=
"明
治

・大
正
" AN

D
 作
品
名
=
"太
陽
"

　
　　

 
 W
ITH
 OPTION

S tglK
ugiri=

"|" AN
D
 tglBunK

ugiri=
"#
" AN

D
 

lim
itToSelfSentence=

"1" AN
D
 tglW

ords=
"20" AN

D
 unit=

"1" 

AN
D
 encoding=

"U
TF-16LE" AN

D
 endOfLine=

"CRLF“

（
2
）
の
検
索
条
件
で
得
ら
れ
たkw

ic

か
ら
、「
不
」
又
は
「
無
」
で
表
記
さ
れ
、

「
ブ
」
と
読
む
も
の
（
例
：
不
器
用
、
無
遠
慮
な
ど
）、
及
び
誤
解
析
を
除
外
し
た
。

ま
た
、kw

ic

に
対
し
て
独
自
に
長
単
位
の
情
報
を
付
与
し
、
分
析
に
利
用
し
た（

6
）。

４　

調
査
結
果

４
・
１　

語
の
長
さ

以
下
、
本
節
で
は
「
非
・
不
・
未
・
無
」
を
構
成
要
素
に
持
つ
語
の
長
さ
に
つ

い
て
、
４
・
２
節
で
は
結
合
形
の
品
詞
性
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
報
告
す
る
。
４
・

３
節
で
は
「
非
・
不
・
未
・
無
」
の
出
現
数
と
各
接
頭
辞
と
結
合
す
る
短
単
位
の

初
出
語
数
の
経
年
変
化
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
報
告
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
調

査
資
料
と
し
た
『
国
民
之
友
』『
太
陽
』
は
、
出
版
年
で
約
四
〇
年
の
幅
を
持
つ
が
、

本
節
と
４
・
２
節
で
は
一
つ
の
共
時
態
と
見
な
し
て
（
年
代
幅
を
無
視
し
て
）
調

査
を
行
っ
た
。

ま
ず
、「
非
・
不
・
未
・
無
」
を
構
成
要
素
に
持
つ
語
の
長
さ
に
つ
い
て
見
て

い
く
。
野
村
（
一
九
七
三
：
三
四
‐
三
六
）
で
は
、「
不
・
未
・
無
」
の
結
合
対

象
の
大
部
分
が
二
字
漢
語
で
あ
る
の
に
対
し
、「
非
」
の
結
合
対
象
の
半
数
以
上

が
三
字
以
上
の
漢
語
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は

「
非
・
不
・
未
・
無
」
を
構
成
要
素
に
持
つ
語
全
体
の
長
さ
を
調
査
す
る
こ
と
と

し
た
。
調
査
に
当
た
っ
て
は
、kw

ic

に
対
し
て
独
自
に
付
与
し
た
長
単
位
を
用

い
た
。
長
単
位
が
幾
つ
の
短
単
位
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
、
接
頭
辞
ご
と
に
調
査

し
た
。
各
接
頭
辞
を
構
成
要
素
に
持
つ
長
単
位
の
異
な
り
語
数
、
延
べ
語
数
を
示
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し
た
の
が
表
2
で
、
接
頭
辞
ご
と
に
長
単
位
を
構
成
す
る
短
単
位
の
数
を
示
し
た

の
が
、
図
1
で
あ
る
。

表
2
を
見
る
と
、
異
な
り
語
数
、
延
べ
語
数
と
も
「
不
」
を
構
成
要
素
に
持
つ

長
単
位
が
最
も
多
い
。
そ
れ
に
次
ぐ
の
が
異
な
り
、
延
べ
と
も
「
無
」
で
、
以
下
、

「
非
」「
未
」
の
順
と
な
っ
て
い
る
。「
未
」
を
構
成
要
素
に
持
つ
長
単
位
は
、
異

な
り
語
数
が
こ
れ
の
み
二
桁
台
で
あ
り
、
延
べ
語
数
も
三
位
の
「
非
」
の
約
三
分

の
一
と
非
常
に
少
な
い
。
明
治
・
大
正
期
に
は
、「
未
」
は
接
頭
辞
と
し
て
ま
だ

十
分
に
は
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、「
不
」
の
頻
度
が
他
の
三
つ
の
接
頭
辞
に
比
べ
て
非
常
に
高
い
の
は
、

他
の
接
頭
辞
と
は
異
な
り
、「
不
」
が
中
世
か
ら
接
頭
辞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。CH

J

を
検
索
す
る
と
、
鎌
倉
時
代
に

一
例
、
室
町
時
代
に
一
三
例
、
江
戸
時
代
に
一
五
四
例
確
認
で
き
る（

7
）。
例
え
ば
、

次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

（
3
）
此
願
不
満
足
と
舌
を
の
ご
ひ
、
誓
不
成
正
覚
と
口
を
は
く
。

（「
海
道
記
」、30-海

道
1223_00013, 29220

）

（
4
）
人
を
や
と
う
た
と
申
て
も
、
ふ
じ
ゆ
う
に
御
ざ
ら
ふ
ほ
ど
に

（「
虎
明
本
狂
言
集
」、40-虎

明
1642_03017, 4480

）

（
5
）
そ
れ
に
引
か
へ
お
照
は
な
。
不
人
情
な
お
の
れ
を
大
切
が
つ
て
。

（「
明
烏
後
の
正
夢
」、53-人

情
1823_08007, 44800

）

こ
の
よ
う
に
近
世
以
前
か
ら
接
頭
辞
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
明

治
期
に
も
高
頻
度
で
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
図
1
を
基
に
、各
接
頭
辞
を
構
成
要
素
に
持
つ
長
単
位
の
構
成
要
素
数（
短

単
位
数
）
を
見
て
い
く
。「
不
・
未
・
無
」
を
構
成
要
素
に
持
つ
短
単
位
は
、
構

表 2：「非・不・未・無」を構成要素に持つ語の語数

306 766 68 455
675 5370 219 1783

図 1：長単位の構成要素数
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成
要
素
三
短
単
位
以
下
の
割
合
が
い
ず
れ
も
七
割
台
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ

の
内
訳
は
異
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
見
て
い
く
と
、「
未
」
を
構
成
要
素
に
持

つ
長
単
位
で
は
構
成
要
素
二
短
単
位
の
割
合
が
五
五
・
九
％
と
過
半
数
を
占
め
て

い
る
。「
未
」
は
短
単
位
と
結
合
し
た
後
、
そ
の
「「
未
」
＋
短
単
位
」（
以
下
、

結
合
形
と
い
う
。）が
更
に
他
の
語
と
結
合
す
る
こ
と
は
少
な
い
と
い
え
る
。一
方
、

「
不
・
無
」
を
構
成
要
素
に
持
つ
長
単
位
で
は
、
構
成
要
素
二
短
単
位
の
割
合
が

三
割
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。「
無
」
を
構
成
要
素
に
持
つ
長
単
位
は
、
構
成
要

素
四
短
単
位
以
上
の
割
合
が
二
六
・
六
％
で
、「
不
・
未
・
無
」の
中
で
最
も
高
い
。

こ
れ
ら
三
つ
の
接
頭
辞
の
中
で
は
よ
り
長
い
長
単
位
の
構
成
要
素
に
な
る
と
い
う

こ
と
が
い
え
る
。

し
か
し
長
い
長
単
位
の
構
成
要
素
に
な
る
傾
向
が
最
も
強
い
の
は
、「
非
」
で

あ
る
。「
非
」を
構
成
要
素
に
持
つ
長
単
位
の
う
ち
構
成
要
素
二
短
単
位
の
割
合
は
、

一
七
・
〇
％
で
四
つ
の
接
頭
辞
の
中
で
最
も
低
い
。
一
方
、
構
成
要
素
三
単
位
の

割
合
は
五
〇
・
三
％
で
最
も
高
く
、
ま
た
構
成
要
素
四
単
位
以
上
の
割
合
も

三
二
・
七
％
で
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。「
非
」
は
二
字
漢
語
と
結
合
し
た
後
、

そ
の
結
合
形
が
更
に
他
の
語
と
結
合
を
繰
り
返
し
、
よ
り
長
い
長
単
位
を
構
成
す

る
傾
向
が
強
い
と
い
え
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、「
非
」
を
構
成
要
素
に
持
つ
長

単
位
の
う
ち
、
構
成
要
素
四
短
単
位
以
上
の
語
例
で
あ
る
。
な
お
、（
8
）
の
「
非

領
土
併
合
非
償
金
的
講
和
主
義
」
は
、
構
成
要
素
八
短
単
位
で
、「
非
」
を
構
成

要
素
に
持
つ
長
単
位
の
中
で
最
も
長
い
語
で
あ
る
。

（
6
）  

そ
も
そ
も
非
改
正
論
者
は
草
案
を
見
た
る
こ
と
あ
り
や
否
や
の
一
事
是

な
り

（60M
太
陽
1901_02007, 132650

）

（
7
）
非
政
友
派
聯
合
に
源
を
發
し
聊
か
其
精
神
を
繼
承
し
た
と
し
て
も

（60M
太
陽
1909_05013, 22470

）

（
8
）  

特
派
ス
コ
ベ
レ
フ
氏
の
使
命
に
付
非
領
土
併
合
非
償
金
的
講
和
主
義
に

基
く
建
議
要
項
を
決
定
す
と
。

（60M
太
陽
1917_14038, 15940

）

接
頭
辞
「
非
」
に
つ
い
て
は
、
野
村
（
一
九
七
三
：
三
四
）
に
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

（
9
）  

結
合
の
対
象
と
な
る
語
の
長
さ
が
、
無
・
不
・
未
と
非
と
で
は
、
明
ら

か
な
違
い
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
正
確
に
言
え
ば
、非
を
除
く
三
グ
ル
ー

プ
で
は
、
大
部
分
が
二
字
漢
語
（
最
小
単
位
の
一
次
結
合
）
で
あ
る
の

に
対
し
、
非
で
は
、
二
次
以
上
の
結
合
形
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。

野
村
（
一
九
八
三
）
は
、「
非
」
の
結
合
対
象
が
「
無
・
不
・
未
」
と
比
べ
て

長
い
語
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
長
い
語
（
複
次
結
合
語
）
が

結
合
対
象
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
結
局
「
非
」
を
構
成
要
素
に
含
む
語
が
長
い

語
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
現
代
に
お
け
る
「
非
」
の
特
徴
が
、
明
治
・

大
正
期
に
既
に
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
野
村
（
一
九
八
三
：
三
六
）
は
、「
非
」
に
つ
い
て
一
次
結
合
の
語
（
二

字
漢
語
）
と
結
合
し
に
く
い
よ
う
で
あ
る
と
述
べ
た
上
で
、「
非
民
主
的
」「
非
人

間
性
」
と
い
う
語
の
語
構
成
を
「
非
＋
民
主
的
」「
非
＋
人
間
性
」
と
し
て
示
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
語
構
成
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て

い
る
。
長
く
な
る
が
、
次
に
引
用
す
る
。

（
10
）  
非
は
一
次
結
合
の
語
と
は
結
合
し
に
く
い
よ
う
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も

そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
次
の
（
ハ
）
と
（
ニ
）
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、



近
代
に
お
け
る
字
音
接
頭
辞
「
非
・
不
・
未
・
無
」

九
〇

そ
の
構
造
に
は
式
で
示
し
た
よ
う
な
ち
が
い
が
み
ら
れ
、（
ハ
）
の
例
は
、

後
続
す
る
二
字
漢
語
と
直
接
に
結
合
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
そ

う
で
あ
る
。

　
　
　　

  （
ハ
）（
○
＋
○
○
）
＋
○
○
：
非
合
法
政
権
・
非
同
盟
主
義
・
非
武

装
地
帯

　
　
　　

  （
ニ
）
○
＋
（
○
○
＋
○
○
）：
非
宗
教
法
人
・
非
共
産
主
義
・
非
汚

染
地
区

　
　　

  　

し
か
し
、こ
の
（
ハ
）
と
（
ニ
）
と
の
差
は
、明
確
な
も
の
で
は
な
い
。

ど
ち
ら
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
は
、
個
人
に
よ
っ
て
、
か
な
り
ゆ
れ
が

あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。（
ハ
）
の
よ
う
な
分
解
の
し
か
た
が
可
能
な
の

は
、「
非
合
法
」・「
非
同
盟
」
な
ど
と
い
う
言
い
方
が
慣
用
的
に
単
独
で

も
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
条
件
で
あ
り
、
本
来
は
、（
ニ
）
の
よ
う
な
構
造

を
持
っ
て
い
た
も
の
が
（
ハ
）
の
よ
う
に
意
識
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
得
ら
れ
た
「
非
」
を
構
成
要
素
に
含
む
長
単
位
を
見
る
と
、
そ

の
語
構
成
に
つ
い
て
複
数
の
解
釈
が
で
き
そ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
る
（
下
線
を
付

し
た
語
）。

（
11
）  

非
海
關
税
輕
減
論
、
非
改
良
派
、
非
基
督
教
信
者
、
非
穀
物
同
盟
、
非

穀
物
條
例
同
盟
會
、非
穀
物
條
例
同
盟
黨
、非
穀
物
條
例
黨
、非
國
教
徒
、

非
常
置
委
員
、
非
ブ
ル
ー
ス
説
（『
国
民
之
友
』
一
八
八
七
・
一
八
八
八

年
）

（
12
）  

非
英
國
的
感
情
、
非
歐
米
崇
拜
意
見
、
非
音
字
論
、
非
改
革
論
、
非
改

正
派
、
非
漢
字
論
、
非
感
情
派
、
非
軍
人
、
非
國
字
論
（『
太
陽
』

一
八
九
五
年
、
一
部
抜
粋
）

（
11
）
の
「
非
常
置
委
員
」
は
、
野
村
（
一
九
七
三
）
の
い
う
（
ハ
）（
ニ
）
の

い
ず
れ
で
も
解
釈
で
き
る
例
で
あ
る
。（
11
）
の
「
非
基
督
教
信
者
」、（
12
）
の
「
非

英
国
的
感
情
」
は
、「
非
＋
（
○
○
＋
○
＋
○
○
）」「（
非
＋
○
○
＋
○
）
＋
○
○
」

の
い
ず
れ
で
も
解
釈
で
き
る
例
で
あ
る
。

「
非
」を
構
成
要
素
に
含
む
語
の
長
さ
に
つ
い
て
、現
代
に
お
け
る
特
徴
が
明
治
・

大
正
期
に
既
に
見
ら
れ
る
と
述
べ
た
が
、
語
構
成
に
つ
い
て
も
明
治
・
大
正
期
に

は
現
代
と
同
様
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

４
・
２　

結
合
形
の
品
詞
性

「
非
・
不
・
未
・
無
」
の
特
徴
と
し
て
、
結
合
形
全
体
を
形
状
詞
化
す
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
節
で
は
、「
非
・
不
・
未
・
無
」
の
結
合
形
の
う
ち
、
文
中

に
単
独
で
用
い
ら
れ
る
も
の
を
対
象
と
し
て
そ
の
品
詞
性
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

こ
こ
で
は
、
結
合
形
の
品
詞
性
を
、
形
状
詞
、「
〜
の
」
に
よ
る
連
体
修
飾
、

名
詞
の
三
つ
に
分
類
し
た
。
こ
の
う
ち
形
状
詞
と
「
〜
の
」
に
よ
る
連
体
修
飾
が

広
い
意
味
で
の
形
状
詞
用
法
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
結
合
形
の
中
に
は
、
次
の

（
13
）
の
よ
う
に
複
数
の
用
法
を
持
つ
も
の
が
あ
る
。
集
計
に
当
た
っ
て
、
こ
れ

ら
は
重
複
し
て
数
え
て
い
る
。

（
13
）  【
形
状
詞
】
日
本
の
如
き
不
安
心
成
る
所
な
く（60M

太
陽
1901_02007, 

127900

）

　
　　

  【
〜
の
】
不
安
心
の
株
券
を
所
有
せ
ん
よ
り
は（60M

太
陽
1909_02004, 

31930
）

　
　　

  【
名
詞
】
頭
上
に
は
不
安
心
附
き
纏
う
（60M

国
民
1887_08001, 
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集
計
結
果
を
ま
と
め
た
の
が
、
図
2
で
あ
る
。

図
2
を
見
る
と
、
形
状
詞
用
法
（
形
状
詞
と
「
〜
の
」
に
よ
る
連
体
修
飾
と
を

合
わ
せ
て
、
こ
の
よ
う
に
呼
ぶ
。）
の
割
合
が
最
も
高
い
の
は
、「
未
」
の
結
合
形

で
、
六
七
・
九
％
で
あ
る
。「
無
」
が
六
四
・
三
％
、「
不
」
が
五
八
・
五
％
で
こ

れ
に
続
い
て
い
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、「
未
」
の
用
法
で
最
も

割
合
の
高
い
の
は
「
〜
の
」
に
よ
る
連
体
修
飾
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
用
法
が

五
三
・
六
％
で
、
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。
つ
ま
り
「
未
」
の
形
状
詞
用
法
の
八

割
近
く
が
「
〜
の
」
に
よ
る
連
体
修
飾
で
あ
り
、
こ
の
用
法
の
多
さ
が
「
未
」
の

形
状
詞
用
法
の
割
合
を
高
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
形
状
詞
と
し
て
用
い

ら
れ
た
割
合
が
最
も
高
い
の
は
「
無
」
で
、
三
九
・
七
％
で
あ
る
。
そ
れ
に
次
ぐ

の
が
、「
不
」
の
三
五
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、「
非
」
は
形
状
詞
用
法
の

割
合
が
三
八
・
三
％
で
最
も
低
い
。
形
状
詞
の
割
合
は
二
五
・
〇
％
で
、「
未
」

に
次
い
で
低
い
。

「
非
・
不
・
未
・
無
」
の
特
徴
と
し
て
結
合
形
全
体
を
形
状
詞
化
す
る
と
い
う

こ
と
が
い
わ
れ
る
が
、
本
稿
の
調
査
で
は
、
接
頭
辞
に
よ
っ
て
か
な
り
異
な
る
こ

と
が
分
か
る
。
結
合
形
全
体
を
形
状
詞
化
す
る
働
き
が
強
い
の
は
「
無
」「
不
」

で
あ
る
。
一
方
、
形
状
詞
化
す
る
働
き
が
最
も
弱
い
の
が
「
非
」
で
あ
り
、「
非
」

の
六
割
以
上
が
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。「
未
」
は
、「
〜
の
」
に
よ
る
連
体

修
飾
の
用
法
が
中
心
で
あ
り
、「
無
」「
不
」
と
「
非
」
の
中
間
的
な
働
き
を
す
る

も
の
と
い
え
る
。

野
村
（
一
九
七
三
）
で
も
、「
非
」
の
結
合
形
は
属
性
概
念
よ
り
も
実
態
概
念

を
表
す
も
の
が
多
い
こ
と
、「
未
」
が
形
状
詞
に
な
る
割
合
は
高
い
が
、
連
体
修

図 2：結合形（単独用法）の品詞性
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近
代
に
お
け
る
字
音
接
頭
辞
「
非
・
不
・
未
・
無
」

九
二

飾
で
「
〜
の
」
を
取
り
や
す
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
「
非
」「
未
」
の

特
徴
は
、
本
稿
の
調
査
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
接
頭
辞
に
つ
い
て

は
、
現
代
に
お
け
る
特
徴
が
明
治
・
大
正
期
に
既
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

４
・
３　

経
年
変
化

本
節
で
は
、「
非
・
不
・
未
・
無
」
の
出
現
数
と
各
接
頭
辞
と
結
合
す
る
短
単

位
の
初
出
語
数
の
経
年
変
化
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

字
音
接
頭
辞
「
非
・
不
・
未
・
無
」
の
出
現
語
数
を
一
八
八
八
・

一
八
九
五
・
一
九
〇
一
・
一
九
〇
九
・
一
九
一
七
・
一
九
二
五
年
の
年
ご
と
に
集

計
し
、
一
〇
〇
万
語
当
た
り
の
調
整
頻
度
を
示
し
た
の
が
、
図
3
で
あ
る
。

図
3
を
見
る
と
、
最
も
頻
度
が
高
い
「
不
」
と
「
非
・
未
・
無
」
の
三
つ
の
接

頭
辞
と
の
頻
度
の
差
が
か
な
り
大
き
い
こ
と
が
分
か
る
。「
不
」
の
頻
度
と
、
そ

れ
に
次
い
で
多
い
「
無
」
の
頻
度
と
を
比
べ
る
と
、
両
者
の
開
き
が
最
も
大
き
い

の
は
一
八
八
八
年
で
「
不
」
の
頻
度
が
「
無
」
の
頻
度
の
約
四
・
二
倍
と
な
っ
て

い
る
。
最
も
開
き
が
小
さ
い
の
は
一
八
九
五
年
で
同
じ
く
二
・
九
倍
と
な
っ
て
い

る
。「
不
」
が
一
八
八
八
年
〜
一
九
二
五
年
ま
で
一
貫
し
て
高
頻
度
で
用
い
ら
れ

て
い
る
の
は
、「
不
」
が
中
世
か
ら
接
頭
辞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
明
治
期

に
は
既
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
不
」
の
頻
度
は
増
減
を
繰
り
返
す
よ
う
に
動
い
て
お
り
、
傾
向
を
見
出
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
一
方
、「
無
」「
未
」
は
一
九
一
七
年
ま
で
、「
非
」
は

一
九
〇
九
年
ま
で
増
加
傾
向
を
示
す
が
、
そ
の
後
減
少
傾
向
に
転
じ
る
。

次
に
「
非
・
不
・
未
・
無
」
と
結
合
す
る
短
単
位
の
初
出
語
数
を
見
て
い
く
。

こ
こ
で
は
、「
非
・
不
・
未
・
無
」
の
直
後
に
位
置
す
る
短
単
位
を
ひ
と
ま
ず
各

図 3：「非・不・未・無」の出現数（延べ）

15 26 58 
148 83 

32 

570 

261 

539 
477 

661 

523 

7 7 15 17 51 22 

135 
90 160 

205 261 

144 

0

100

200

300

400

500

600

700

1888 1895 1901 1909 1917 1925



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
三
號

九
三

接
頭
辞
と
の
結
合
対
象
と
見
な
す
こ
と
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
た
場
合
、「
不
・

未
・
無
」
に
つ
い
て
は
、
直
後
の
短
単
位
を
結
合
対
象
と
見
な
し
て
ほ
ぼ
問
題
は

な
い
。
し
か
し
「
非
」
に
つ
い
て
は
、
直
後
の
短
単
位
を
含
む
複
次
結
合
語
と
結

合
す
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
直
後
の
短
単
位
が
結
合
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
、

「
不
・
未
・
無
」
よ
り
も
多
く
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

8
）。
し
か
し
「
非
」
を
含
む
語

に
関
す
る
語
構
成
の
解
釈
に
は
ゆ
れ
も
あ
る
た
め
、
ひ
と
ま
ず
直
後
の
短
単
位
を

結
合
対
象
と
見
な
す
こ
と
と
し
た
。

調
査
年
ご
と
に
「
非
・
不
・
未
・
無
」
の
直
後
に
位
置
す
る
短
単
位
の
一
覧
を

作
成
し
、
そ
れ
以
前
の
調
査
年
に
既
出
の
も
の
を
除
い
て
、
異
な
り
語
数
（
初
出

語
数
）
を
示
し
た
の
が
、
図
4
で
あ
る
。

図
4
で
特
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、「
不
」
が
一
八
八
八
年
か
ら
一
九
〇
九
年
に

か
け
て
急
激
に
減
少
す
る
こ
と
と
、「
無
」
が
非
常
に
緩
や
か
に
減
少
す
る
こ
と

の
二
点
で
あ
る
。
図
1
で
見
た
と
お
り
、「
不
」
は
他
の
接
頭
辞
に
比
べ
て
極
め

て
高
い
頻
度
で
あ
り
、「
無
」
も
そ
れ
に
次
ぐ
頻
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
無
」
は

一
九
一
七
年
ま
で
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
頻
度
と
い
う
面
で
は
、
非
常
に
高
い
値

で
あ
る
が
、
初
出
語
数
、
つ
ま
り
造
語
力
と
い
う
面
か
ら
見
る
と
、
明
治
・
大
正

期
の
間
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
不
」
は
他
の
接
頭
辞
に
比
べ
て
高

頻
度
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
不
」
を
構
成
要
素
に
持
つ
既
存
の
語
が
定
着
し
、
よ

く
使
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
接
頭
辞
の
造
語
力
が
低
下
す
る
の
に
対
し
て
、「
非
・
未
」
は

一
九
〇
九
年
ま
で
増
加
す
る
。「
非
」
の
初
出
語
数
は
一
九
〇
九
年
以
降
減
少
す

る
が
、「
未
」
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
。「
非
・
未
」
と
も
に
明
治
期
に
造
語
力

を
伸
ば
し
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
接
頭
辞
が
発
達
過
程
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

図 4：後続短単位の初出語数（異なり）
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近
代
に
お
け
る
字
音
接
頭
辞
「
非
・
不
・
未
・
無
」

九
四

を
、
図
2
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、『
国
民
之
友
』『
太
陽
』
を
資
料
と
し
た
「
非
・
不
・
未
・
無
」
の
出
現

語
数
、
結
合
す
る
短
単
位
の
初
出
語
数
の
経
年
変
化
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
報
告

し
た
。
次
に
、
本
稿
の
結
果
と
野
村
（
一
九
八
一
）
と
を
比
較
す
る
。
野
村

（
一
九
八
一
）
は
、『
改
正
増
補
和
訳
英
辞
書
』（
一
八
六
九
）、『
附
音
挿
図
英
和

字
彙
』
第
二
版
（
一
八
八
五
）、『
井
上
英
和
辞
典
』（
一
九
一
五
）、『
研
究
社
新

英
和
大
辞
典
』
第
一
版
（
一
九
二
七
）、同
第
四
版
（
一
九
六
〇
）
を
資
料
と
し
て
、

そ
の
訳
語
に
「
非
・
不
・
未
・
無
」
を
構
成
要
素
に
持
つ
語
の
出
現
数
と
、
そ
の

出
現
数
か
ら
先
行
の
辞
書
に
既
出
の
も
の
を
除
い
た
初
出
語
数
の
経
年
変
化
を
調

査
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
調
査
結
果
を
図
5
、
図
6
に
示
す
。

図
5
か
ら
は
、「
不
」
は
明
治
初
期
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
が
、
他
の
接
頭
辞
は

大
正
初
期
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、「
不
」
は
他
の
接
頭
辞
よ
り
も
頻

度
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
図
6
か
ら
は
、「
不
」
を
構
成
要
素
に
持
つ
語
が
明

治
後
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
大
量
に
生
産
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
急
激
に
造

語
力
を
失
う
こ
と
、「
無
」
は
昭
和
初
期
ま
で
造
語
力
を
持
つ
こ
と
、「
非
」
は
現

代
に
な
っ
て
高
い
造
語
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
な
お
、

野
村
（
一
九
八
一
）
で
は
、
明
治
初
期
か
ら
「
不
」
の
使
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
中
世
、
近
世
に
お
い
て
二
字
漢
語
と
結
合
し
た
例
が
あ
り
、
早
く
に
接

頭
辞
と
し
て
の
用
法
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
野
村
（
一
九
八
一
）
の
調
査
結
果
の
う
ち
一
八
八
五
〜
一
九
二
七
年
が
本

稿
の
調
査
結
果
と
重
な
る
部
分
で
あ
る
。
以
下
、
重
な
る
部
分
に
つ
い
て
比
較
し

て
み
る
と
、
出
現
数
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
様
の
調
査
結
果
と
見
て
よ
い
。
具
体

的
に
は
、「
不
」
が
他
の
接
頭
辞
よ
り
も
頻
度
が
高
い
こ
と
、「
非
・
無
」
の
出
現

図 5：「非・不・未・無」の出現数（野村 1981）
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数
が
上
昇
傾
向
を
示
す
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。

次
に
初
出
語
数
に
つ
い
て
見
て
い
く
が
、
本
稿
と
野
村
（
一
九
八
一
）
と
を
比

較
す
る
に
当
た
っ
て
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
稿
で
は
各
接
頭
辞
の

直
後
に
位
置
す
る
短
単
位
の
初
出
語
数
を
調
査
し
て
い
る
が
、野
村
（
一
九
八
一
）

で
は
各
接
頭
辞
を
構
成
要
素
に
含
む
訳
語
の
初
出
語
数
を
調
査
し
て
い
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
つ
ま
り
初
出
語
数
と
い
っ
て
も
調
査
の
対
象
が
異
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
本
稿
で
、
野
村
（
一
九
八
一
）
と
異
な
る
対
象
を
調
査
し
た
の
は
、「
非

併
合
非
賠
償
主
義
」（『
太
陽
』
一
九
一
七
年
）、「
武
装
成
立
案
不
成
立
」（『
太
陽
』

一
九
一
七
年
）
の
よ
う
な
「
接
頭
辞
＋
二
字
漢
語
」（「
非
併
合
」「
非
賠
償
」「
不

成
立
」）
が
更
に
他
の
語
と
結
合
し
、
長
い
複
次
結
合
語
を
作
る
場
合
が
あ
り
、

各
接
頭
辞
を
含
む
語
全
体
を
対
象
と
し
て
初
出
語
数
を
調
査
す
る
と
、
接
頭
辞
の

造
語
力
と
「
接
頭
辞
＋
二
字
漢
語
」
と
い
う
結
合
形
の
造
語
力
と
を
同
一
視
し
て

集
計
す
る
こ
と
に
な
り
、
適
切
で
は
な
い
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

本
稿
と
野
村
（
一
九
八
一
）
と
で
は
集
計
の
対
象
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
接
頭
辞

の
造
語
力
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
点
は
共
通
し
て
お
り
、
十
分
注
意
し
た
上
で
比

較
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

さ
て
初
出
語
数
に
つ
い
て
、
本
稿
と
野
村
（
一
九
八
一
）
と
を
比
較
す
る
と
、

調
査
結
果
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
本
稿
の
調
査
で
は
、「
不
・
無
」
の
初
出
語
数

が
一
貫
し
て
減
少
し
て
お
り
、
特
に
「
不
」
は
急
激
に
減
少
す
る
。
し
か
し
野
村

（
一
九
八
一
）で
は「
不
・
無
」の
造
語
力
は
と
も
に
一
九
一
七
年
が
ピ
ー
ク
と
な
っ

て
お
り
、
明
治
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
造
語
力
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
た
要
因
に
つ
い
て
は
、
本
稿
が
総
合
雑
誌
の
『
国
民

之
友
』『
太
陽
』
と
い
う
一
般
的
な
書
き
言
葉
を
対
象
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

図 6：「非・不・未・無」の出現数（野村 1981）
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近
代
に
お
け
る
字
音
接
頭
辞
「
非
・
不
・
未
・
無
」

九
六

野
村
（
一
九
八
一
）
は
英
和
辞
書
と
い
う
翻
訳
の
世
界
を
対
象
と
し
て
い
る
と
い

る
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
本
稿
が
一
般
の
書
き
言
葉
に
お
け
る「
非
・

不
・
未
・
無
」
の
出
現
数
、
造
語
力
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
野
村

（
一
九
八
一
）
で
は
明
治
期
以
降
産
出
さ
れ
た
翻
訳
語
に
お
け
る
「
非
・
不
・
未
・

無
」
の
出
現
数
、
造
語
力
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
明
治
期
か
ら
大
正

期
に
か
け
て
新
し
く
入
っ
て
く
る
英
語
の
訳
語
を
作
る
際
に
、「
非
・
不
・
無
」

が
使
わ
れ
、
接
頭
辞
と
し
て
確
立
し
て
い
っ
た
が
、
本
稿
の
調
査
結
果
を
見
る
限

り
そ
れ
ら
訳
語
が
一
般
の
書
き
言
葉
に
お
い
て
定
着
し
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。

特
に
「
不
・
無
」
を
構
成
要
素
に
持
つ
語
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
書
き
言
葉
で
は

新
し
く
作
ら
れ
た
語
よ
り
も
、
従
来
か
ら
あ
る
語
が
使
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

５　

終
わ
り
に

本
稿
で
は
、CH

J

『
明
治
・
大
正
編
I
雑
誌
』
収
録
の
『
国
民
之
友
』『
太
陽
』

を
資
料
と
し
て
、「
非
・
不
・
未
・
無
」
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

（
14
）・  「
未
」
は
、
そ
の
結
合
形
が
更
に
他
の
短
単
位
と
結
合
す
る
こ
と
が
少

な
く
、
他
の
接
頭
辞
よ
り
短
い
語
の
構
成
要
素
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。

一
方
、「
非
」
を
構
成
要
素
に
持
つ
長
単
位
の
約
三
割
が
構
成
要
素
四

短
単
位
以
上
で
あ
り
、
長
い
語
の
構
成
要
素
と
な
る
傾
向
が
四
つ
の
接

頭
辞
の
中
で
最
も
強
い
。

　
　

・  「
非
・
不
・
未
・
無
」
の
う
ち
、
結
合
形
を
形
状
詞
化
す
る
働
き
が
強

い
の
は
、「
不
・
無
」
で
あ
る
。
一
方
「
非
」
は
、
そ
の
結
合
形
の
六

割
以
上
が
名
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
形
状
詞
化
す
る
働
き
が
最
も

弱
い
。「
未
」
は
形
状
使
用
の
割
合
が
高
い
も
の
の
、「
〜
の
」
に
よ
る

連
体
修
飾
が
過
半
数
を
占
め
て
お
り
、「
不
・
無
」
と
「
非
」
と
の
中

間
的
な
働
き
で
あ
る
。

　
　

・  

出
現
数
を
見
る
と
、「
不
」
は
、
明
治
・
大
正
期
を
通
し
て
高
頻
度
で

あ
る
。
一
方
、「
無
」「
未
」
は
一
九
一
七
年
ま
で
、「
非
」
は
一
九
〇
九

年
ま
で
増
加
し
て
い
く
が
、
そ
れ
以
降
減
少
に
転
ず
る
。

　
　

・  

各
接
頭
辞
の
結
合
対
象
と
な
る
短
単
位
の
初
出
語
数
を
見
る
と
、「
不
・

無
」
は
一
貫
し
て
減
少
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、「
非
・
未
」
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
接
頭
辞
用
法
の
発
達
過
程
に
あ
っ
た
。

以
上
の
調
査
結
果
と
野
村
（
一
九
七
三
、一
九
八
一
）
と
を
比
べ
る
と
、
語
の

長
さ
、
結
合
形
の
品
詞
性
に
つ
い
て
は
、
野
村
（
一
九
七
三
）
と
同
様
の
結
果
と

な
っ
て
い
る
。
現
代
に
お
け
る
各
接
頭
辞
の
特
徴
は
、
明
治
・
大
正
期
に
は
既
に

見
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
経
年
変
化
に
つ
い
て
は
、
出
現
語
数
は
野
村

（
一
九
八
一
）
と
同
様
の
結
果
で
あ
る
が
、
初
出
語
数
は
異
な
る
結
果
で
あ
る
。

初
出
語
数
の
結
果
が
異
な
っ
た
要
因
と
し
て
は
、
本
稿
と
野
村
（
一
九
八
一
）
と

の
調
査
資
料
の
性
格
の
違
い
が
挙
げ
ら
れ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
語
構
成
に
関
す
る
分
析
を
よ
り
厳
密
に
行
う
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
語
構
成
の
解
釈
（
特
に
「
非
」
を
構
成
要
素
に
持
つ
長
単
位
）
に

ゆ
れ
が
生
じ
や
す
こ
と
か
ら
、
結
合
形
の
品
詞
性
、
初
出
語
数
の
経
年
変
化
の
分

析
に
当
た
っ
て
各
接
頭
辞
の
直
後
に
あ
る
短
単
位
を
結
合
対
象
と
見
な
し
て
分
析

を
行
っ
た
。
今
後
は
、
野
村
（
一
九
七
三
）
を
参
照
す
る
な
ど
し
て
、
語
構
成
に

つ
い
て
一
つ
の
立
場
を
取
っ
た
上
で
分
析
等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
三
號

九
七

ま
た
、
野
村
（
一
九
七
三
）
の
調
査
項
目
の
う
ち
、
結
合
形
の
結
合
用
法
、
属

性
概
念
を
表
す
場
合
の
形
態
な
ど
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
調
査
を
行
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
最
も
大

き
な
課
題
と
し
て
は
、
本
稿
の
経
年
変
化
に
関
す
る
調
査
が
、
野
村
（
一
九
八
一
）

と
同
様
、
出
現
語
数
、
初
出
語
数
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
語
の
長
さ
、
結

合
形
の
品
詞
性
、
族
生
概
念
を
表
す
場
合
の
形
態
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
経

年
変
化
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
、『
昭
和
・
平
成
書
き
言
葉
コ
ー
パ
ス
』、BCCW
J

へ
と
つ
な
げ
て
い
き
、「
非
・
不
・
未
・
無
」
の
確
立
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

注（1
）CH

J

は
、Corpus of H

istorical Japanese 
の
略
で
あ
る
。
そ
の
設
計
等
に
つ
い

て
は
、
近
藤
（
２
０
１
５
）
を
参
照
。

（
2
）『
昭
和
・
平
成
書
き
言
葉
コ
ー
パ
ス
』
は
、JSPS

科
研
費19H

00531

「
昭
和
・
平

成
書
き
言
葉
コ
ー
パ
ス
に
よ
る
近
現
代
日
本
語
の
実
証
的
研
究
」
の
助
成
を
受
け
て
、

二
〇
一
九
年
度
よ
り
構
築
が
開
始
さ
れ
た
。

（
3
）BCCW

J

は
、Balanced Corpus of Contem

porary W
ritten Japanese

の
略
で

あ
る
。
そ
の
設
計
等
に
つ
い
て
は
、
山
崎
・
前
川
（
二
〇
一
四
）
を
参
照
。

（
4
）
一
九
五
六
年
発
行
雑
誌
九
〇
種
を
対
象
と
し
た
調
査
に
つ
い
て
は
国
立
国
語
研
究

所
（
一
九
六
二
）
を
、
一
九
六
六
年
発
行
の
朝
日
新
聞
・
毎
日
新
聞
・
読
売
新
聞
を
対

象
と
し
た
調
査
に
つ
い
て
は
国
立
国
語
研
究
所
（
一
九
七
〇
）
を
参
照
。

（
5
）CH

J

『
明
治
・
大
正
編
I
雑
誌
』
の
設
計
等
に
つ
い
て
は
、
間
淵
・
近
藤
・
服
部
ほ

か
（
二
〇
一
九
）
を
参
照
。
ま
た
、
そ
の
形
態
論
情
報
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
語
研
究

所
コ
ー
パ
ス
開
発
セ
ン
タ
ー
（
近
藤
）（
二
〇
一
六
）
を
参
照
。

（
6
）CH

J

『
明
治
・
大
正
編
I
雑
誌
』
に
は
、
形
態
論
情
報
と
し
て
長
単
位
の
情
報
を
付

与
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、現
時
点
で
は
そ
の
情
報
が
付
与
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、BCCW

J

の
長
単
位
認
定
規
程
に
基
づ
い
て
独
自
に
長
単
位
情
報
を
付
与
し

た
。BCCW

J

の
長
単
位
に
つ
い
て
は
、
小
椋
・
小
磯
・
冨
士
池
ほ
か
（
二
〇
一
一
）

を
参
照
。

（
7
）CH

J

全
体
か
ら
接
頭
辞
「
不
」
を
検
索
し
た
際
の
検
索
条
件
式
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

 
キ

ー
：（語
彙
素
=
"不
" AN

D
 語
形
=
"フ
" AN

D
 品
詞
 LIK
E "接

頭
辞

%"

）

 
W
IT
H
 O
P
T
IO
N
S tglK

ugiri=
"|" A

N
D
 tglB

unK
ugiri=

"#
" A
N
D
 

lim
itT
oSelfSentence=

"1" A
N
D
 tglW

ords=
"20" A

N
D
 unit=

"1" A
N
D
 

encoding=
"U
TF-16LE" AN

D
 endOfLine=

"CRLF"

（
8
）
引
用
（
9
）
に
あ
る
と
お
り
、「
不
・
未
・
無
」
の
結
合
対
象
の
大
部
分
が
二
字
漢

語
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
三
つ
の
接
頭
辞
に
つ
い
て
は
直
後
の
短
単
位
が
結
合
対
象
と

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、「
非
」
の
場
合
は
、
直
後
の
短
単
位
が
「
非
」
と
結
合

す
る
前
に
後
続
の
短
単
位
と
結
合
し
て
二
次
以
上
の
結
合
形
を
作
り
、
そ
れ
が
「
非
」

と
結
合
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
非
」
の
直
後
の
短
単
位
は
、
必
ず
し

も
「
非
」
の
結
合
対
象
と
は
い
え
な
い
。
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